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基礎学習  

１．私たちの生活に必要な財やサービスを  [1] 生産  し、 [2] 流通 させ、[3] 消費 することを経済とい

う。財やサービスには、代金を払った人だけが消費を独占できる [4] 私的財 と、政府が税金等を使って提供

する [5] 公共財  とがある。   

２． 経済の主体には、生産・流通の主体である [6] 企業 、消費の主体である [7] 消費者 、行政サービス

や公共財の提供などを通して一国の経済活動を調整する主体である[8] 政府 がある。   

３． 通貨には、紙幣や硬貨などの[9] 現金通貨 と、銀行などに預けられており振替などで決済手段として機能す

る[10] 預金通貨 とがある。   

４． 国民の金融リテラシー向上を目的として2024年に設立された[11] J-FLEC(金融経済教育推進機構) は、金融

経教育は、金融経教育の機会を幅広い年齢層に向けて全ことを目指し、学校や企業などに講師派遣や、セミナ

ーなどを行っている。   

５．2024年から始まった新NISAに関する説明文のうち、正しいものは？  [12] d   

ａ. 新NISAでは、資産を積極的に投資に振り向けることを目的に、年間投資額の上限が撤廃された。 

ｂ．新NISAには、毎月積み立てる「つみたて投資枠」と、対象商品が多い「成長投資枠」の2つの枠があり、ど

ちらか一方を選択する。    

c. 新NISAでは、複数の金融機関でNISA口座を開設できる。  

d. 新NISAの口座は、18歳以上であれば親の同意なしで作ることができる。   

６．日本では人口減少が進む中、性別や年齢、言語や宗教など多様な視点を有する人たちで構成される組織のほうが

強さを増すという  [13] ダイバーシティ の重要性が指摘されている。   

７． 2020年に署名された「地域的な包括的経済連携協定（RCEP)」は、日本や中国、韓国など東アジアを中心に14] 

15 か国が参加し、世界の人口とGDPのおよそ  [15] 3 割を占める世界最大規模の自由貿易圏である。   

８．グローバル化の進展に関する次の説明文のうち、正しいものは？    [16] d    

ａ．貿易が自由化され、安い輸入品が国内に入ってくることは、消費者にとっても国内の生産者にとってもメリッ

トになる。  

ｂ．グローバル化の進展による影響は、経済以外の分野ではあまり見られない。  

ｃ．「環太平洋経済連携協定（TPP）」は、FTA（自由貿易協定）の一つである。  

ｄ．近年の日本の国際収支をみると「第一次所得収支」が大幅な黒字を計上している。   

９．日本経済に関する説明として[   ]に入る正しい組み合わせはどれか？  [17] c    

2022年頃からは日米の金利差が拡大し、ドル買い・円売りの動きが優勢となり「①     」 が進んだ。

その結果、輸出企業の業績は [②      ]した。一方で、輸入品の価格は[③      ]し、消費者

物価が [④      ]した。反面、実質賃金は[⑤     ]している。   

  a． ①円高 ―  ②好転 ―  ③上昇 ―  ④上昇 ―  ⑤低下  

  b． ①円高 ―  ②悪化 ―  ③下落 ―  ④下落 ―  ⑤上昇  

  c． ①円安 ―  ②好転 ―  ③上昇 ―  ④上昇 ―  ⑤低下  

  d． ①円安 ―  ②悪化 ―  ③下落 ―  ④下落 ―  ⑤上昇    

10.「持続可能な開発目標（SDGs）」の17の目標のうち、今回、グループで設定した投資テーマと特に関連が深い目

標を挙げ（３つ以内）、その主な理由を記述してください。   

関連の深いSDGsの目標 その主な理由 

９ 産業と技術革新の基盤を作ろう 
AUVやROVなどの海底探査機のさらなる進化や技術開発によって、詳細に

海底調査が行うことができるため。 

12 つくる責任 つかう責任 
都市鉱山は、今ある資源を回収して無駄にすることなく新たな製品を作り

出す。世界中の資源循環に貢献することが大切であるため。 

14 海の豊かさを守ろう 
海底資源開発において海と沿岸の生態系に悪影響がないように、海の豊か

さを持続的に守ることが重要であるため。 

11.「ESG投資」で重視する３つの要素の組み合わせとして、正しいものはどれか？   [18] b    

ａ．経済 ― 科学 ― 成長 ｂ．環境 ― 社会 ― 企業統治ｃ．効率 ― 持続可能性 ― 企業統治   

12．日本最大の証券取引所は、東京証券取引所（東証）であるが、その他にも[19] 名古屋 、 [20] 札幌  、  [21] 

福岡  に地方証券取引所があり、地域経済や地域企業のサポート役として存在している。   

13.投資のリスクを小さくする方法には、「長期」、「分散」、 [22] 「積立」  の3つが重要とされている。分

散投資は [23] 資産 や、 [24] 地域 、 [25] 時間 を分けることで安定した収益が期待出来る。   
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14.「積立投資」に関する次の説明文のうち、誤っているものは？   [26] c   

 ａ．積立投資は、定期的に株式などの金融商品を購入する投資の方法の一つである。  

 ｂ．積立投資には定量購入と定額購入の2つがある。  

 ｃ. 積立投資は、元本が保証されている投資方法である。  

 ｄ.ドル・コスト平均法では、株価が高いときには少ない数しか株を買えないが、株価が下がれば購入できる株が

多くなり平均的な購入価格を抑えることができる。   

15.次のうち、資本に対し企業がどれだけの利益を上げているかを表し、数値が高いほど経営効率が良いと言える財

務指標はどれか？    [27] a    

 ａ．ＲＯＥ   ｂ．自己資本比率   ｃ．純利益   ｄ．ＰＥＲ   

要 旨  

広大な排他的経済水域（EZZ）をもつ海洋国家日本には、貴重な海底資源が沢山ある。現在、東京大学を中核に、

産官学のメンバーが連携してレアアース泥とマンガンノジュールを重要鉱物資源として開発・商用化することを目

指している。また国家プロジェクトとして、「海洋エネルギー・鉱物資源開発計画」が計画されている。そこで我々

は、「海底資源」を投資テーマに掲げることにした。 

一方で、国内に蓄積された再利用が可能な「都市鉱山」の資源量は、世界有数の規模と推測されており、日本を

資源大国に押し上げるほどの量になると言われている。SDGsを学び、環境に関心が高い我々は、資源の採掘や加工

に留まらず、再利用もひっくるめた循環する事業を生み出すことが出来れば、日本経済の発展はもちろん、将来の

地球環境に貢献できると考え、「都市鉱山」をもう一つの投資テーマに掲げることに決めた。 

海底資源についての知識ゼロの状態から始まったレポート作成だったが、自主学習やインタビューを通して今あ

る資源の大切さや開発の難しさを我々は身にしみて感じた。口だけではどうとでも言えるが、それを現実にするの

が大変であるため、研究機関・企業の皆さんの努力がものすごく伝わってきた。そして資源リサイクルの技術が着

実に進歩していることも分かった。 

ついに我々は「ジパング銘柄」という伸びしろしかないポートフォリオを組み上げることができた。 

本レポートは、我々が黄金の国ジパングを目指してまとめた「東方海洋見聞録」である。 
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１．投資テーマの決定 

【１－１】投資してみたいテーマとその理由  

 投資テーマ 「国内資源開発」  

テーマ選定理由  

１．金価格の高騰 

２．海洋資源開発「海のジパング計画」 

３．都市鉱山 

 

１．金価格の高騰 

（１）背景 

金価格が高騰する主な原因は、世界情勢にある。1970年代にはオイルショックや中東地域の紛争、2000年以降は

リーマン・ショックの影響で金の価格が上昇基調であり、最近ではウクライナ侵攻や各国の経済不況などが挙げら

れる。また各国の中央銀行も金を買い増している。ここ数年、国内の金価格が高いのは、円安の影響も大きいと考

えられる。  

資産としての金を表す言葉に「有事の金」がある。大規模災害や世界的な経済危機が起こった際に投資家たちが

こぞって金を買うため、金価格が上昇する。またスマートフォンや半導体にも素材として使用されるため、金の需

要が減ることはないだろう。  

 

（２）日本の金鉱山 

日本では現在、「菱刈鉱山」での金の産出が主で、

世界的に見ても優良鉱山である。世界では製錬量の

50％を宝飾品に使用するが、日本で製錬される金の多

くは工業製品に使われている。  

さらに「死火山」が注目されている。研究によると

死火山のマグマにはレアアースが豊富に含まれている

という。溶岩が溶けてマグマ状になると、鉄を多く含

むマグマは周囲の環境からレアアースを吸収するた

め、普通のマグマよりもレアアースを濃縮する効率が

最大200倍に達する（CNN「死火山のマグマ、レアアー

スを豊富に含有か」2024.9.25）。実際に北海道の金山

跡地にオーストラリアの企業が参入予定である。  

 

２．海洋資源開発「海のジパング計画」  
私たちは日経STOCKリーグのテーマを選定するにあたり、世界経済における日本の将来像を考えた。日本は産業

資源を輸入に頼っていて、地政学的リスクも高まっている。この不安定さを解決することが日本経済の未来を明る

くすると考えたところ、内閣府の「戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)」や海底鉱物資源の探査を実施する

「海のジパング計画」など様々な動きがあることを知った。高い技術力を持つ日本にとって水深数千メートルでの

採掘作業や採掘後の加工などは挑戦できる分野であるということ、またレアアースなどの海洋鉱物資源の将来性な

どから、日本経済の明るい将来像を描くことができると考えたため、このテーマに決定した。  

（１）国策として海洋鉱物資源開発を推進 

①海洋課題の推進戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）海洋安全保障プラットフォームの構築 

社会実装に向けた戦略及び研究開発計画（2024.3.21）内閣府 

    ②海洋エネルギー・鉱物資源開発計画（2024.3.22）経済産業省 

③海洋開発重点戦略(2024.4.26)内閣府 

主な重点課題は次のとおりである。 

2024 年｢今年の漢字®｣は「金」 

菱刈鉱山（出典:住友金属鉱山㈱HP） 
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海洋安全保障プラットフォーム 

レアアースなどの生産技術開発 

・探査、採鉱、分離・精製・製錬、生産 

海洋環境影響評価システム開発 

・国際標準の調査とモニタリング 

海洋ロボティクス調査技術開発 

・自律型無人探査機等の活用 

 

（２）地の利を生かした自国の資源 

日本は排他的経済水域世界６位の海洋国家であり、次のような海洋鉱物資源の所在が確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海底熱水鉱床 コバルトリッチクラスト マンガンノジュール レアアース泥 

形態 
高さ数ｍのチムニー(煙

突状)、マウンド(円錐状) 

厚さ0.1～15ｃｍの 

層状被覆物 

直径2.5～25ｃｍの 

球状 

厚さ2～70ｍの 

層状 

含有金属 

 

鉄、銅、鉛、亜鉛、金、銀 

鉄、マンガン、コバルト、

ニッケル、テルル、白金、

レアアース 

鉄、マンガン、ニッケ

ル、コバルト、レアア

ース 

 

レアアース 

海域 
沖縄トラフ、伊豆・小笠原諸

島 
南鳥島 南鳥島、太平洋(公海) 南鳥島 

「日本周辺海域に賦存する主な海洋鉱物資源の分布」（図の出典:：経済産業省、表の出典:『Newton』をもとに作成） 

３．都市鉱山  

（１）リサイクル  

私たちは資源を採るだけではなく、リサイクルすることも必要だと考えた。私たちが普段使っている、スマー

トフォンやパソコンにはリサイクルが可能なレアメタルが使われている。それらが廃棄され都市に蓄積されてい

く膨大な金属資源を「都市鉱山」と呼んでおり、リサイクルに向けて動きが進んでいる。実際にオリンピック・

パラリンピック競技大会でアスリートに授与されるメダルは都市鉱山を原材料として製作するプロジェクトで

進められ、金・銀・銅合わせて約5000個のメダルに必要な金属量を100％回収した。現在、日本に蓄積された再

利用可能都市鉱山量は世界有数の規模とも推測されており、日本を資源大国に押し上

げるほどの量になると言われている。   

（２）市場 

政府は、使用済み家電など電子ごみの国内でのリサイクル体制を整備する政策を進   

めており、リサイクル業界への投資が増えることで、株価の値上がりも期待できると考

えた。経済産業省は、「成長志向型の資源自律経済戦略」(2023.3.31)で、サーキュラ

ーエコノミー関連市場規模を世界全体では2050年に25兆ドル、日本国内では2050年

120兆円と試算している。 産官学の連携を促進するためのパートナーシップ 経済産業省 
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世界の海底資源開発
は進行中 

見聞録 

【１－２】今後成長が見込まれる分野  

  分野  出所 ・日付 内容（概要）  

国策 

都市鉱山を国内

で推進 

「都市鉱山、官民で再利用

10拠点 銅やレアメタル流

出防ぐ」 

日本経済新聞電子版 

2024.6.1 

政府は、使用済み家電など電子ごみの国内リサイクル体制を整備す

る。3年で300億円を投じ、企業と組んで再利用拠点を10カ所程度つく

る。脱炭素やデジタル関連で金属需要は増える見込み。銅やレアメタル

が海外に流出するのを防ぎ、経済安全保障を強化する。25年からは廃棄

物の取引を規制するバーゼル条約が改正され、電子ごみの輸出手続きが

厳格になる。日本への輸入減が見込まれるため、国内で資源を確保する

重要性が増す。 

国策 

都市鉱山をアジ

アと推進 

「重要鉱物の回収支援 東

南アジアで来年度」 

日本経済新聞朝刊 

2024.12.27 

政府は、不要になった家電から生じる電子廃棄物の回収を進めるた

め、東南アジアの各国との連携体制を構築する。2025年にも回収業者の

認定制度づくりなどの支援を始める。環境汚染の防止と資源確保の両立

を目指す。 

鉱山資源の市場 

「オーストラリアは最先端

のチップ材料として鉱山廃

棄物に注目」 NIKKEI Asia 

2024.10.29 

オーストラリアの科学者たちは、最先端の半導体や先進技術に不可欠

な材料を世界に供給するため、採掘作業産出されるガリウムやゲルマニ

ウムなどの産業廃棄物に注目している。しかし、ガリウムの世界での使

用量は比較的少なく市場の氾濫の可能性もあるとしている。 

資源の偏在 

「モンゴルの鉱業ブーム」

NIKKEI Asia 

2021.10.13 

モンゴルで鉱業が発展したことは、GDP を増加させるなどモンゴル経

済の成長につながったが、元首相の汚職や、大きな鉱業収入を国が貯蓄

せず使っていることなどにより国民は貧しいままである。このような状

況を経済学者のリチャード・オーティ氏が「資源の呪い」と呼んだ。 

【１－３】世界の鉱山資源と海底資源採取に向けた動向  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカ(EEZ 世界1 位)：米国地
質調査所が自国や太平洋の国の
EEZ 内の調査を行っているが、東
海岸の 3 州で海底資源採掘禁止
を禁止する州法が成立するなど、海
洋生態系を保護の流れがある。
(Sustainable Japan) 
 

インド:予算案(2021)
の柱の一つ「深海調査
研究事業」を進めてい
る。(Science Portal 
India) 

ミャンマー(レアアース産出世界3
位)：武装勢力が 11 月初めまで
に北部カチン州の主要な採掘場を
占領(日本経済新聞11.6) 

インドネシア(ニッケル鉱山の世界シェア
5 位)：中国と協力し、ニッケル鉱山から
EV 用電池向けの原料や加工品をつくり
だす工場を稼働(日本経済新聞9.27) 

韓国：トンガやフィジーの
EEZ 内で合わせて 23000
平方キロメートルの鉱区で
探査権を獲得し資源開発
に向けて研究を進めてい
る。 

ロシア：南太平洋やベネズ
エラ北方海域にある火山帯
の熱水鉱床の開発権を
ISA から獲得している。 

フランス(EEZ 世界2 位)：技術的
優位性を確保してから自国の EEZ
内の資源回収に取り組もうとしてい
る。 

ナウル：影響評価の準備はほぼ終
え、ISA が規制の制定をすれば採
掘できる。(太平洋諸島センター) 

トンガ：2014 年に世界初の海
底資源開発法成立(太平洋諸島
センター) 

ナミビア：環境に配慮した海底ダイ
ヤモンドの採掘が 50 年以上前から
行われている。(未来宝飾
MARKET)  

ドイツ：2022 年11 月に環境影
響懸念のため深海資源開発プロジ
ェクトの全面凍結を発表した。
(Sustainable Japan) 
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海外の動向で特に衝撃を受けた記事は、「中国の国有企業が小笠原諸島・南鳥島沖を含む太平洋の公海２か所で

マンガン団塊を最大7500t採鉱する計画がある。水深5000m超の深海底で商業規模に近い採鉱を行うには高い技術

が必要で、世界初とみられる。(引用:読売新聞)」である。中国は海底に転がるマンガン団塊を吸引し収集する技術

を開発した。一方で国際海底機構(ISA)によると北太平洋の海面下には少なくとも陸上の7.4倍のマンガン、3倍の

ニッケル、5倍のコバルトが含まれているとされている。これらの海底資源の採掘にあたり、カナダのTMC the metals 

company Incは海底資源採掘を進めているが、水中生態系に及ぼす影響が明らかになっていないとして、これらの

採掘をISAは承認していない。 

日本は南鳥島周辺の EEZ 内に国内消費量 75 年分以上のコバルトを含むマンガン団塊をはじめとする資源を持っ

ている。この優位性をもっと生かすことが期待されているが、環境保全とのバランスが課題であることが分かった。 

２．株式投資の練習 
テーマを決めた私たちは、夏休みに日経STOCKリーグの「バーチャル投資」を

始めて株式投資日記に記録してみることにした。株価がどのように変動するか

期待して観察していると、８月５日に急激に株価が下落して驚いた。下げ幅は過

去最高で、東証プライム市場で 99％の株価が下落したそうで、投資や株につい

て学んでいるときにこの状況に出合えたことはとても貴重な経験になった。 

株式投資日記 : 銘柄名9755応用地質 (鱸) 

   

   

 

 

 

株式投資日記 : 銘柄名9501東京電力ホールディングス (中村)  

   

 

 

 

 

株価には円相場、アメ
リカの景気、企業の不
祥事が影響する。 

見聞録 
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株式投資日記 : 銘柄名7012川崎重工業 (小佐海) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 次に私たちは株式投資の専門家のお話を伺うことが出来た。 

 

 

 

【ご対応者】ファイナンシャル・ウェルビーイング室 学校教育支援課 福岡 友輔 様 

【オンライン講義】9月10日(「STEAM探究」の授業) 

【株式投資】 

株式投資は自分でお金の行き先を決めるため、すべて自己責任となるが面白さもある。

自分で決めた企業や会社からの影響でよりよい社会になり、巡り巡って間接的に自分たちのためになるかもしれな

い。世界を変えるために、環境にやさしい新技術をしている会社や、安全や食料の確保をし、消費者に届ける会

社、ITを使った教育支援システムを活用している会社などに注目して投資することができる。 

【株主と議決権行使書】 

株の保有量によって力の強さが変わる話で、取締役を解雇することが出来ることにとても驚いた。議決権行使書は

企業に意見を言うことができ、一定の力を持つことが可能である。 

【ポートフォリオへの応用】 

今回の日経STOKリーグへの参加に伴って株式投資日記をつけたことで、投

資への関心が高まった中での講演で興味深いお話ばかりだった。投資は日本

にとどまらず世界をよくするためにも行うことができることが分かった。将

来自分でお金を稼ぐようになった暁には、今の社会をさらに良くするため、

環境配慮に特化した企業やITを使用した教育支援システムの開発を行って

いる企業などを積極的に調べて実際に投資を行ってみたいと思った。  

 

 ポートフォリオを作成するにあたって、海底資源探査に関わる企業は非上場企業が多いため組み入れが難しかっ

た。しかし「株主と議決権行使書」の話から、グループ企業であれば、その親会社に投資することで回りまわって届

くと考え、投資先の候補とすることにした。 

野村ホールディングス株式会社 

株式投資は世界を 
良くすることができる 

見聞録 
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３．テーマの理解 

テーマへの理解を深めるために海底資源の研究の最前線におられる安川先生と資源探査・開発技術や各国の状況に

詳しい中村先生にお話を伺った。       

 

 

 

【ご対応者】安川 和孝 先生  中村 謙太郎 先生        

【取材日】 8月19日 オンラインインタビュー 

 

【東京大学レアアース泥・マンガンノジュール 

開発推進コンソーシアムとは】 

東京大学大学院工学系研究科の「加藤・中村・安川研究室」を中核に、産官学のメンバーが連携してレアアース泥

とマンガンノジュールを重要鉱物資源として開発・商用化することを目指している。資源量探査や環境モニタリン

グ、深海底からの採泥および揚泥、選鉱・製錬、残泥処理、レアアースを活用した新素材開発などの技術開発にそ

れぞれの得意分野を生かして挑戦している。 

【エアリフトを用いたレアアース泥の揚鉱】 

同研究室は、南鳥島周辺海域に世界最高品位の超高濃度レアアース泥とマンガンノジュールの分布場所を特定でき

ている。揚鉱のための技術としては、既に「エアリフト」という技術が確立されている。構造は圧縮空気を揚泥管

の中に送り、気泡の上昇とともに海水とレアアース泥を揚泥するもので、ポンプ自体は船上にあるためメンテナン

スが容易であるということを教わった。 

【海底の調査】 

海底では陸上と異なり水が電磁波を吸収してしまうので音波が唯一の通信方法になる。ROV(Remotely Operated 

Vehicle) やAUV (Autonomous Underwater Vehicle)などの最新テクノロジーを使用している。欧米の企業と協力

して研究することもある。アメリカ、ベルギー、オランダなどの企業は、北海油田などの海底油田、洋上風力発電

で実績があり、技術が進んでいる。 

【自然環境の保護】 

「東京大学レアアース泥・マンガンノジュール開発

推進コンソーシアム」が取り組んでいる南鳥島海域

では、採掘時に泥が広がる範囲を考慮しており、鉱

物資源に毒性がないことも確認している。さらに生

物の住処を奪わないように環境保護区を設けること

を提案している。泥水の処理や生態系を崩さない形

での採掘が可能となることは、日本の強みである。

国連が環境についてのルールを作成中で、商業化ま

であと一歩である。「もともとの環境を十分に把握す

るとともに、開発によってそれがどう変わるか」を

明らかにして、影響の少ない開発を追求することが

必須である。 

【鉱床の養殖の可能性】 

原理としてできるが、養殖で資源需要をすべて賄う

のは量的に難しいかもしれない。資源の採掘に際し

ては、質だけでなく量も重要視される。鉱床の養殖

という発想は革命的で、10～100万年以上ものプロ

セスを一瞬で進めるという時間の早回しが起こる。

レアメタルのような、需要は高いが必要量は比較的

少ない資源の養殖は、実現の可能性があるかもしれ

ない。もしそれが可能となれば、社会発展にもつながる。 

東京大学大学院工学系研究科附属 エネルギー・資源フロンティアセンター 

海底鉱物資源 

エアリフト 

図の出典:東京大学プロジェクト「南鳥島レアアース泥・マンガンノジュールを開発して日本の未来を拓く」 
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【今後の展望】 

日本は資源がなく不利であると言われるが、領海と排他的経済水域を合わせ

た面積は約447万平方㎞であり、世界第6位を誇る海洋国家であるため、地

の利がある。また国内にはハイテク産業、エコ産業があり海底の鉱物資源を

活かす場がある。あと10年くらいで商業ベースに乗ることを予測している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは『Newton』(2023.12)の「海洋資源の未来」を参考資料で読んでいたところ、その記事の監修をされた 

鈴木先生にお話を伺うことができた。 

 

 

【ご対応者】センター長 鈴木 勝彦 先生 

【取材日】 9月13日 オンラインインタビュー 

【JAMSTECとは】 

海洋国家の日本において、海の研究を通じて、科学技術の向

上、学術研究の発展、地球や生命の理解などに広く貢献してい

る国立の機関である。(参考:JAMSTEC HP) 

【海洋機能利用部門 海底資源センターの取組とは】 

・海底資源の成因研究 ・開発した調査技術を民間に移転  

・環境影響評価をもとに総合的な海底資源研究開発 

・科学調査船からの観測 ・自律型AUV、遠隔ROVなど最先端 

 の海洋観測技術を利用 ・金属鉱物資源機構(JOGMEC)と連携 

・国際海底機構（ISA）のオブザーバー  (参考:JAMSTEC HP) 

【有人潜水調査船「しんかい6500」】 

「しんかい6500」は水深6500ｍまで潜ることのできる調査船で、深海生物の解明、プレートの運動・海底の物質

の調査を現在行っている。水圧やさびに耐える素材を考えて建造されている。 

【海底資源の展望】 

海底資源を商業ベースにのせるためには、まずコストの問題に直面する。陸で鉱物を採取するときに比べ、水中で

はより多くの費用がかかるが、現状採集できる量は多くないそうだ。次に国際的な問題について、海底に眠る何十

年分もの資源を世界でどのように分け合うか、海中に住む生態系をどのように守るか、JAMSTECも国際海底機構

(ISA)に参加し、国際的なルール作りをしている。 

日本は資源が少ないので輸入が必須であり、レアアースを持っていると他国を牽制できるので、コストがかかって

も開発したほうがよい。海中には世界で何十年も使える資源がある。ただし、日本のためだけに利用するのではな

く、世界で平和的に利用することが望ましい。資源の政治利用は望ましくない。 

ROV・AUVとは (参考:「JAMSTEC」HP) 

ROV(Remotely Operated Vehicle) 

船上からの操作によって現場の観測ができ、有線で操縦・交信する。深海でも高画質な画像を送信できるた

め、海底資源探査において有用である。 

無人探査機「かいこう」は、深さ7,000m まで潜水でき、最大250kg まで持てる機械の腕が装備されているた

め操縦性能に優れている。深海域での調査や、重作業を必要とする海洋資源調査を主な目的としていて、熱水

噴出孔生物群の発見や海溝の生物の採取などを行ってきた。 

AUV (Autonomous Underwater Vehicle) 

自律しているが、通信しにくい。 

深海巡航探査機「うらしま」は、深さ3,500ｍまで潜水でき、長さ10ｍで世界最大の大きさを誇る。大型の試

験器材が搭載でき、コンピュータによる自動操縦ができる。 

「うらしま」が持ち帰った深海の水から分かること 

・海水に溶けている鉱物資源 ・熱水鉱床に含まれる希少金属 ・海流 ・プラスチックの欠片 

・生物のふんや微生物のDNAから分かる生命の存在 ・高温高圧でも生きられる生物の存在 

揚鉱やAUVの最新技術 
環境とのバランス 

見聞録 

国立研究開発法人海洋研究開発機構(JAMSTEC)海洋機能利用部門 海底資源センター 

 
オンライン 
インタビュー 
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【熱水鉱床の養殖】 

10年研究した結果、現状は採算が合わない。引き揚げが難しい。 

【環境・国際的なルール作り】 

国際海底機構(ISA) ( International Seabed Authority)は国連の下部組織

で、本部はジャマイカにある。公海での開発はISAと契約する必要がある一

方で排他的経済水域では自国のルールで開発できる。 

探査のルールはすでに決まっているが、採掘のルールがまだである。ただし

ノルウェーは国内法があり、一番早く始めるかもしれないし、北欧の国々が

北海油田開発の経験をもとに早く動き出すかもしれない。The metals 

company(カナダの深海鉱山探査会社)はマンガンノジュールを引き揚げ済み

で、中国も積極的である。日本は世界のルールがある程度固まったら国内法を作

り出すだろう。 

【国際海底機構（ISA）の会議に出席】 

国際会議には25か国200人ほど参加する中、鈴木先生は「江戸っ子1号」などで日本をアピールする予定であ

る。国際会議はダイバーシティで、服装も肌の色も多様である。 

 

 次に私たちは資源について理解を深めるため取材を申し込んだところ、メールでご回答をいただいた。 

 

 

【ご対応者】総務部広報課 稲田 様 

【取材日】 8月5日(メール回答) 

【JOGMECとは】 

資源・エネルギーの多くを輸入している日本で、JOGMECは安定供給の確保とい

う重要な役割を担っている。海洋資源の開発では、資源量調査や商業化に向け

た技術開発を展開しており、海洋資源調査船「白嶺」で音波を使った海底面調

査（地形や、海底面の状態、地質構造など）を実施している。選鉱・製錬・ 

リサイクル技術開発も行っており、私たちのテーマに深く関わっている機構である。 

【資源・エネルギーの安定的かつ低廉な確保】 

JOGMECはレアメタルの国家備蓄を担っている（国家備蓄対象鉱種は35 鉱種）。レアメタルは、資源の埋蔵や生産

拠点の偏在性が高く、少数の資源保有国や、資源メジャーや特定の少数企業などによる寡占状態が起こっている。

また、資源保有国の資源ナショナリズム・戦争・内乱・労働争議や暴動・国家間の政治的対立などによって供給が

途絶えてしまう恐れがある。加えてレアメタルの価格高騰から、市場が極めて狭く、価格変動が大きいために不安

定な供給構造となっている。こうしたレアメタルの短期的な供給障害に備えることを目的としてJOGMECはレアメ

タルを備蓄している。また、希少金属部は、緊急時や需給逼迫時にレアメタルを日本企業に対して放出・売却する

ことにより、レアメタルの安定供給に寄与することを目的とした業務を行っている。(参考:メール回答とHP) 

 

世界の希土類鉱石生産量と中国の占有率 

海底資源は回収に課題
があるが、日本の資源
問題の解決策である。 
「江戸っ子1号」の 
活躍 
環境とのバランス 

見聞録 

独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構（JOGMEC） 

資源の偏在への対策 
・レアメタルの備蓄 
・鉱物のリサイクル 

見聞録 
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世界の軽希土類サプライチェーン 

(出典:JOGMEC金属資源セミナー資料「レアアースの需給動向」金属企画部調査課 千葉樹氏 2023.4.26) 

 

レアアース…希土類元素の別称。ラン

タン、セリウム、ネオジムなど、17の

元素からなるグループを指し、強力な

磁石や発光材料、触媒などに使用さ

れ、化学的用途が主である。日本はレ

アアースの最大輸入国であり、「産業

のビタミン」と呼ばれている。 

レアメタル…非鉄金属で、リチウムやコバルト、ニッケルなど、電子機

器やエネルギー関連の技術に用いられる。 

(図出典:日本経済新聞電子版202412.8) 

 

図書や記事の中で「チムニー」という

言葉が輝いており、私の目を引いた。 

そこで、企業インタビューの際には必ずチムニーについて尋ねてみることにした。 

深海底熱水噴出孔では、海底火山活動に伴って金属と硫化水素に富む300度の熱水が

冷たい海水と反応し、金属硫化物の構造体が形成する。その構造体の先端から黒色の

熱水が噴き出す様子が、黒い煙を出す煙突に似ているためチムニーと呼ばれる。 

チムニーは金・銀・銅など高品位の金属資源の宝庫であるため、日本が資源の自給自足を行える可能性がある。 

さらにチムニーの魅力はますます高まっている。私は海底資源も養殖するべきだと考えた。人工熱水噴出孔によっ

ては噴出の勢いや温度のコントロールにより特定の鉱物を析出しやすくなったり、さらに鉱物養殖によって資源の獲

得競争による影響を受けにくかったりすることが期待できる。 

チムニーはマグマだまりが噴き出すときに生成されるため日本はチムニー養殖にうってつけの国なのである。 

日本は2017年、沖縄近海の水深1600ｍ地点の熱水鉱床から鉱石を連続的に採掘することに成功した。これは世界

初の技術である。ただし採算性の課題があり、研究者たちはこの課題解決に挑んでいる。 

海底探査には音波が使用される。海中は暗いために光を通しにくく、音波を使うのが適当とされている。船から音

波を出して海底構造がわかり、それに伴ってチムニーの場所がわかる。音波は海中の温度によって色分けされるた

め、温度が高いチムニーは周りとの温度差もあってわかりやすくなっている。この技術はJAMSTECと企業との連携が

されている。 

レアアースと 
レアメタルの違い 

見聞録 豆知識 

チムニーについて 

見聞録 豆知識 
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４．ポートフォリオの作成  

 【４－１】第１スクリーニング 

私たちは「海底資源」と「都市鉱山」の関連株を「株探」、「国立研究開発法人海洋研究開発機構(JAMSTEC)賛助会

員」、「日本経済新聞電子版」から調べ、事業内容がテーマに合っている上場企業、１１９社を抽出した。また野村

ホールディングスのご講演から、未上場企業でも主要株主が上場している場合、組み入れた(例「株式会社ニッスイ」

⇒「日本海洋事業株式会社」)。項目の分類は、オンラインの取材内容を参考にした。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

1332 ニッスイ 1605 INPEX 5702 大紀アルミニウム工業所

6702 富士通 1662 石油資源開発 5703 日本軽金属HD

6703 ＯＫＩ 1803 清水建設 5706 三井金属

7012 川崎重工業 4673 川崎地質 5707 東邦亜鉛

7201 日産自動車 5020 ENEOSHD 5711 三菱マテリアル

7224 新明和工業 5401 日本製鉄 5713 住友金属鉱山

7231 トピー工業 6269 三井海洋開発 5714 DOWAHD

7272 ヤマハ発動機 6297 鉱研工業 5724 アサカ理研

7746 岡本硝子 6330 東洋エンジニアリング 5727 東邦チタニウム

9104 商船三井 7203 トヨタ自動車 5741 UACJ

9101 日本郵船 5802 住友電気工業

1719 安藤ハザマ 9107 川崎汽船 5857 ＡＲＥＨＤ

7013 IHI 9755 応用地質 6501 日立製作所

9768 いであ 6503 三菱電機

3105 日清紡HD 6674 ジーエス・ユアサCorp.

4403 日油 1801 大成建設 6752 パナソニックHD

4612 日本ペイントHD 1812 鹿島 7267 ホンダ

5715 古河機械金属 1821 三井住友建設 7456 松田産業

5801 古河電気工業 1861 熊谷組 7826 フルヤ金属

5981 東京製網 1885 東亜建設工業 8015 豊田通商

6023 ダイハツディーゼル 1888 若築建設 8078 阪和興業

6301 コマツ 1890 東洋建設 8742 小林洋行

6367 ダイキン工業 1893 五洋建設 8746 ＵＮＢＡＮＫＥＤ

6504 富士電機 1963 日揮HD 9227 マイクロ波化学 

6637 寺崎電気産業 6366 千代田化工建設 9247 ＴＲＥHD

6701 NEC

6758 ソニーG 8630 SOMPOHD 1514 住石HD

6762 TDK 8725  MS&ADインシュアランスGHD 1515 日鉄鉱業

6807 日本航空電子工業 8766 東京海上HD 1518 三井松島ＨＤ

6814 古野電気 1663 Ｋ＆ＯエナジーG

6841 横河電機 1491 中外鉱業 3315 日本コークス工業

7003 三井E&S 3168 黒谷

7004 カナデビア 3402 東レ 2768 双日

7011 三菱重工業 3556 リネットＪG 3036 アルコニックス

7894 丸東産業 4004 レゾナックHD 3176 三洋貿易

8132 シナネンＨＤ 4063 信越化学工業 8002 丸紅

8151 東陽テクニカ 4092 日本化学工業 8053 住友商事

4125 三和油化工業 8058 三菱商事

6971 京セラ 4524 森下仁丹 8093 極東貿易

8001 伊藤忠商事 4973 日本高純度化学

9360 鈴与シンワート 5233 太平洋セメント

9434 ソフトバンク 5563 新日本電工

9613 ＮＴＴデータG 5698 エンビプロHD

9749 富士ソフト 5699 イボキン

鉱物資源リサイクル

鉱山保有

投資

海
　
底
　
鉱
　
物
　
資
　
源

海
　
底
　
鉱
　
物
　
資
　
源

都
　
市
　
鉱
　
山

都
　
市
　
鉱
　
山

ROV・無人機

環境

機器

システム

調査

土木・建築

保険

鉱物資源リサイクル
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 【４－２】第２スクリーニング 

メンバーは中学校の「技術」の授業でプログラミ

ングを使って目覚まし時計のメロディーを製作し

たことがある。高校では「情報」の授業で学習して

いる。 

そこで、第2スクリーニングの財務スクリーニン

グではプログラミングを活用することにした。情報

元は、「J-Quants API」(日本取引所グループ「個人

投資家向けの API データ配信サービス」)でPython

を使ってデータの取得を、Excelを使って１１９社の

データの入力と計算を行った。  

【割安】 

PER (株価収益率)  PBR(株価純資産倍率)  

PER は 1 株当たりの収益である。PER が小さいと利益が大
きいわりに株価が安く値上がりが期待でき、割安である。  

PBRは 1株当たりの純資産である。純資産は会社自身のお
金のことで、PBRが小さいほど割安である。  

5未満 1点  1未満 5点  

15未満 3点  3未満 3点  

15以上 5点  3以上 1点  

 
【収益力・安定性】 

ROE(株主資本利益率)  自己資本比率  

ROEは企業が株主資産を活用し生み出
した利益を表す。ROEが高いほど値上
がりが期待できる。  

企業の経営の安定性を示す数値であ
る。数値が高いほど経営は安定して
いて、倒産しにくい。  

5未満 1点  20未満 1点  

10未満 3点  35未満 2点  

10以上 5点  50以上 3点  

 
【お金の流れ】 

営業FC  投資FC   財務FC  

本業で利益  2点  ＋  投資した資金を回収  2点  ＋  資金を調達  2点  ＋  

本業で赤字  0点  －  事業拡大のために資金を使用  6点  －  借入金を返済  0点  －  

 

営業＋、投資＋、財務＋ ＝6点  営業－、投資－、財務－ ＝6点  

本業で利益を出せているが、投資資金回収、さらに資金
調達を行っている。大きな事業に向けて準備していると
考えられる。 

本業で赤字だが、事業拡大や借入金の返済を行ってい
る。  

営業＋、投資＋、財務－ ＝4点  営業－、投資＋、財務＋ ＝4点  

本業で利益を出せているが、投資資金回収をし、借入金
を返済している。財政の安定化を図っている。  

本業で赤字だが、資金を返済のために回収・調達してい
ると考えられる。  

営業＋、投資－、財務－ ＝8点  営業－、投資－、財務＋ ＝8点  

本業で利益を出し、事業拡大のために投資をし、借入金
も返済した。本業での利益が投資と返済に充てられてい
る。利益が十分にある。  

本業で赤字だが、資金を調達し、事業拡大を図ってい
る。  

営業＋、投資－、財務＋ ＝10点  営業－、投資＋、財務－ ＝2点  

本業で利益を出し、事業拡大のために投資をし、資金を
調達した。事業拡大に資金を充てている。成長を期待で
きる。  

営業で赤字、投資した資金を回収し、借入金を返済して
いる。  

スクリーニングの画面 
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【４－３】第３スクリーニング 
 
第3スクリーニングでは「環境」「グローバル」「社会貢献」「将来性」「働きやすさ」の5種類11項目で第2ス

クリーニング通過企業60社を19社に絞った。 

項目  内容 採用理由  点 調べ方 

環境  

生物に配慮 
メンバー全員の環境に対する関心が高く、東京

大学へのインタビューで海底資源探査でも生

物保護の観点が重視されていることを知った

ため。  

5 HPに取組がある 

環境に関する部署 5 組織図にある 

グローバル  海外拠点 
鉱物資源は地政学的リスク分散、強靭な供給網

が必要と考えるため。 
4 海外拠点の数 

社会貢献  

若者への投資 
若者への投資が地域、日本、世界に良い影響を

与えると考えた。  
8 採用ページに掲載 

社会貢献 
自社の事業だけでなく、社会に目を向ける余裕

があり、社会のためになっているため。 
4 CSRなどにある 

多言語対応 人権にも重視する必要があるから。  4 HPのトップページ 

将来性  

利益 
採算につながる事業を行っているかどうかが

会社の経営に必要になるため。  
4 

トップメッセージに

重点事業がある 

継承 
技術が世代を渡って継承されることで、その企

業は持続可能になるから。  
4 継承で検索 

資源確保 
製品製造や輸出入などの企業活動の継続のた

め、備える必要があるから。  
4 連携、備蓄で検索 

働きやすさ  

男女の賃金格差 

2023年のノーベル経済学賞を受賞し、話題にな

り各企業の男女平等に対する意識の高さがわ

かると考えた。  

4 
女性の活躍推進企業

データベース 

在宅ワーク 
自然災害や子育てなど状況に応じて対応でき、

業務が滞らないため。  
4 

 

【４－４】外国株式 
本レポートではグローバルな観点を重視しているため、海外の企業も1社ポートフォリオに組み入れることにした。  

「日経アジア300インベスタブル指数」の構成銘柄の中から、テーマに関連のある銘柄を抽出し、「公平な競争」、

「人権」、「環境問題」の観点でスクリーニングを行い、1社を選んだ。 

国・地域  会社名  業種  抽出した理由  

中国  中国中鉄  建築・土木  海底トンネル調査  

中国  中国神華能源  石炭  石炭鉱・鉱山・港  

中国  中国石油天然気  総合石油  海底油田  

中国  紫金鉱業集団  貴金属  金鉱山の権益保有  

香港  ジャーディン・マセソン・HD  コングロマリット  鉱山投資  

韓国  韓国造船海洋  建設・農業機械  海底資源探査  

韓国  高麗亜鉛  各種金属・鉱業  金属リサイクル  

韓国  ポスコ  スチール  塩水リチウム抽出技術の商用化の研究  

インドネシア  ムルデカ・コッパー ・ゴールド  貴金属  金属と鉱物採掘の持株会社  

インドネシア  ヴァーレ・インドネシア  各種金属・鉱業  ニッケル日本へ輸出 

マレーシア  プレス・メタル・アルミニウム・HD   金属加工  住友商事が出資 

インド  ヒンダルコ・インダストリーズ  各種金属・鉱業  アルミ精錬  

インド  ベダンタ  非エネルギー資源  製錬  
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【４－５】ポートフォリオ 

ポートフォリオ名   : ジパング銘柄  

  
証券番号 企業(銘柄)名  主要市場  

購入金額

(円)  

構成比  

  （％）  

海 

底 

資 

源 

部 

門 

1332  
 日本海洋事業株式会社 

  株式会社ニッスイ 
 プライム   326,200   6.52%   

1803   清水建設株式会社  プライム   298,800   5.98%  

6023   ダイハツディーゼル株式会社  スタンダード   307,560   6.15%  

6330   東洋エンジニアリング株式会社   プライム   199,449   3.99%  

6703  
 株式会社OKIコムエコーズ 

  沖電気工業株式会社 
 プライム   296,564   5.93%  

6758   ソニーグループ 株式会社  プライム   103,608   2.07%  

6814   古野電気株式会社  プライム   104,462   2.09%  

7003   株式会社三井E&S   プライム   119,407   2.39％  

7013   株式会社IHI   プライム   290,228   5.80%  

7231   トピー工業株式会社   プライム   123,948   2.48%   

7746   岡本硝子株式会社  スタンダード   291,550   5.83%  

8766   東京海上ホールディングス株式会社   プライム   104,832   2.10%  

9107   川崎汽船株式会社   プライム   296,660   5.93%  

@005490/KO  ポスコ    韓国   150,824   3.02%  

両 部 門 
4063   信越化学工業株式会社   プライム   340,017   6.80%  

5713   住友金属鉱山株式会社  プライム   303,100   6.06%  

部 

門 

都 

市 

鉱 

山 

2768   双日株式会社   プライム   314,800   6.30%  

3402   東レ株式会社   プライム   335,600   6.71%  

5724   株式会社アサカ理研   スタンダード   314,650   6.29%  

7456   松田産業株式会社   プライム   304,095   6.08%  
    現金   931   

    海底探査、金属リサイクルを主な事業にしている企業の比重を高めに投資した。 

 

５．ポートフォリオを構成する各銘柄の紹介(インタビュー・メール回答) 

 

【ご対応者】 

人事企画部 浅井 隆 様  倉本 佳和 様 

【取材日】2024年11月18日 

オンラインインタビュー 

【日本海洋事業株式会社とは】 

JAMSTECで行われる最前線の深海調査で活

躍する航海士や機関士が多く在籍し、探査

船の操縦や整備をしている。鉱物養殖につ

いて調査した情報を研究者経由でJOGMECに提供している。また水中カメラなどの

機器を使い、主要株主であるニッスイの養殖場でも試験を行っている。 

【海底資源のこれから】 

深海にレアアースなどの資源が埋蔵していることが長年の研究で分かってきた

が、母船の稼働、燃料、人材などにかかる莫大なコストと回収できる資源の量を

海洋調査の最前線
を知る企業 
探査機操縦のお話 

見聞録 

日本海洋事業株式会社  （ 株式会社ニッスイグループ ） 1332  
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清水建設株式会社 1803  

考慮するとまだ懸念が残る。2028年までの環境影響評価で商業化できるかどうかがわかるが、陸上では地政学リ

スクや資源の枯渇などの課題がある。将来を見据えて研究結果を活用していく。 

【操縦しているときの気持ち】 

特に熱水鉱床に近づくような危ない作業は、可動範囲を考えて、慎重に動く。未知のことを一つでも解明したい。

未来を創る仕事でみんなの暮らしが良くなるようにと思っている。 

【仕事への思い】 

誰かが時代の最先端を担わないと、始まらないし進まない。その一端を担えている喜びを実感している。海底の軌

跡から、海は過去から現在までを知ることができるところも魅力である。 

 

 

「深海未来都市構想 OCEAN SPIRAL」(右図)は深海力によ

る地球の再生を目指す壮大な構想である。海底熱水鉱床の

採鉱・揚鉱等の生産技術開発に関する委託業務をJOGMEC

より受託し、その開発事業の一翼を担うなど、海洋鉱物資

源の資源量の把握や生産技術の開発といった商業化に向け

た国の取り組みにも貢献している。(出典:清水建設㈱HP) 

 

 

【ご対応者】 

販売企画戦略部 主管 田中 圭 様 

   仁井内 淳 様  

【取材日】2024年11月13日 

オンラインインタビュー 

【ディーゼルエンジン搭載船】 

ダイハツディーゼル㈱のエンジンは、深海潜水調

査船の支援母船「よこすか」、海洋資源調査船「白嶺」、海底広域研究船「かいめい」 など多くの海洋調査船に搭

載されている。推進方法は、従来の機械推進から電気推進に移行しつつある。  

【環境への配慮】 

電気推進では、ガソリンに比べてGHG(温室効果ガス)の排出量が25％削減されて

いるそうだ。また、船舶に水素燃料電池を活用する検討を進めていることもあ

り、GHGの排出がなく、地球温暖化防止に貢献していると言える。  

【海底資源の採算】 

「海洋から陸へ資源を持っていくのにどれくらいコストがかかりますか。」 とい

う質問に対し田中様は、採ってきた資源がどれくらいで売れるかが重要であると述べた。マンガンは埋蔵量が多い

ために魅力的だという。また、金などの希少資源は埋蔵量の少なさから高く売れるそうだ。  

【エンジンの強み】  

同社で開発されているエンジンは故障が少ないのが特徴である。また、防振技術も同社のエンジンには欠かせない

強みである。 JAMSTECの鈴木センター長様の「観測する研究者としては、音響を使って探査をする際にノイズを

減らすことは必須。生物に影響しないよう低振動・低騒音のエンジンは有効な技術。」というコメントも教えてい

ただいた。  

 

 

大水深 6,000ｍからレアアースを回収する世界初となる技術開発に成功し、英国科学誌

『Nature』に紹介された。粘性が高くスムーズに流れない海底面のレアアース泥を船上に汲

み上げるシステム(右図)を開発した。         

引用元：東洋エンジニアリング株式会社ホームページ／内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） 

及び国立研究開発法人 海洋研究開発機構（JAMSTEC）協力 

 

オンライン 
インタビュー 

ダイハツディーゼル株式会社 6023 

海底資源探査船に
エンジンを搭載 
強みは防振技術 

見聞録 

東洋エンジニアリング株式会社 6330  
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【ご対応者】  

執行役員：上村 圭 様 

技術部：植松 圭一 様  

SE部：田所 靖章 様  新林 祐樹 様  

営業部：保田 邦洋 様 小峰 幸子 様  

【取材日】12 月 12 日(木)  

          オンラインインタビュー 

 

【ご対応者】 

エンジニアリング部：濱田 顕尚 様  松島 育英 様  

営業部：保田 邦洋 様 小峰 幸子 様  

【取材日】12 月 19 日(木)  

オンラインインタビュー 

 

【JAMSTECとの取り組み】  

主に音響測位装置の開発・製造・保守を担っている。 

音響測位装置は「みらいⅡ」(北極海探査)、「かいめい」(海底資源探査)、「よこすか」(しんかい6500 の支援母船)、

「新青丸」(漁業・震災の調査)、「白鳳丸」(学術研究船で長期の海外滞在可)に搭載さ

れており、海底資源探査になくてはならない存在である。「戦略的イノベーション創造

プログラム（ＳＩＰ）第２期」で開発された音響通信測位装置に携わっていた。  

【AUV の可能性】  

ＳＩＰ第 3期では、複数の AUVとの通信や AUV相互の通信などが取り組まれており、

将来的には、母船がなく多数のAUVが自律航走し、海中のデータを収集するような世界

になれば、AUV間で遠距離の通信をしあいながら行動することが期待されている。   

【海底探査に伴うニーズ】   

地球の７割は海であり、日本の EEZ は世界第 6 位の広さであるので、海底資源発掘の

可能性がかなり高い国だと思う。海中資源探査なども活発になりつつあり、脱炭素社会

で洋上風力発電、CCS なども盛り上がってきている。そういう産業の発展に伴い海底探査に係る商品ニーズは増え

ていくと思う。単純に「海底探査」と言っても、音響センサ技術や磁気センサ技術という海底探査に直接かかわる

技術もあれば、探査を行うAUV自体や、それを制御する測位技術、音響通信技術など、間接的にかかわる技術ニー

ズも必須だと思う。   

海上試験の仕事は駿河湾を拠点に行っているが、赤道近くへ航海して調査することもある。調査中に潜水艦や沈没

船を偶然見つけたことはないそうだ。 

【海底資源の展望】  

脱炭素社会を考えると、石油に代わる CO2排出が少ない新しい資源、EVに必要なレアメタルがこれから必要になっ

てくる。日本は経済安全保障と資源調達の観点から、今後海底資源探査の活動は活発になっていくと予想される。

ただし、現状は JAMSTEC や JOGMEC といった国の研究機関が手掛けており、企業活動に取り込まれるまでの市場形

成が出来ていない。理由は、探査に係る費用が膨大なこと、探査した鉱物の発掘方法が確立していないこと、発掘

した鉱物の商流も構築されていないことなど、課題は山積みである。海底熱水鉱床も同様で、現在は研究段階にあ

る。  

【駿河湾・内浦湾(OKI コムエコーズの所在地)が海上試験に適している理由】   

・内浦湾は浅く、駿河湾は急激に深くなり、水深2,500ｍを越える場所もある。内浦湾は四季を通じて海面が穏や 

かであることや、浅海域から深海域まで様々な海洋条件で試験が可能である。  

・静岡県東部にあり首都圏や中部地方からのアクセスが良い。  

・黒潮と親潮の境界に近いため、様々な海洋物理条件や生物環境を考慮した試験が可能である。  

株式会社OKI コムエコーズ  （ 沖電気工業株式会社 ）  6703   

音響技術と海上
試験に強み 
ニーズ高まる 

見聞録 
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水中ドローンによる「海の見える化」を実現した。ソニーグループ開発の水中ドローンには、最新モデルであるイ

メージセンサーを搭載しており、クリアな画像を撮影できる。また、高速で動くのにもかかわらず、リアルタイム

で３Dセンシングができるようになっている。「江戸っ子1号」の開発メンバーである。 

 

 

【ご対応者】 

国内営業部お問合せ窓口ご担当 様 

【取材日】2024年11月13日 (メール回答) 

JAMSTEC賛助会員として海洋をめぐる情報を提供している。深場探査のソナー

を開発し、チムニーの探査や位置の発見が可能であるが、メールのインタビュ

ーでは高精細画像の描画には高周波帯（200kHz～以上）のビーム、深場探査に

は低周波帯(50kHz～以下)が適していることを教えていただいた。具体的には

80 kHz 帯域と160 kHz 帯域のような中間の周波数帯域を使用することで、あ

る程度の深場を高精細に描画するという特殊な仕様を実現している。微細な技

術の積み重ねに感動を覚えた。 

深場探査に伴う商品のニーズについては、業界の動静を見る限り、深場探査のニーズは増えていくと思われる、と

いう心強いご回答をいただいた。 

 

 

深海数千メートルの海底に眠るレアアース資源開発で重要なレアアース泥の採泥・揚泥の技術開発を進めるなど、

「レアアース泥開発促進コンソーシアム」に参画している。表層型メタンハイドレートを海上に引き上げる揚収シ

ミュレーション技術を開発した。 

 

 

 

【ご対応者】 

IHI 技術開発本部技術企画部  澤田 信一 様 

IHI 営業統括本部総合営業部 稲玉 博   様 

【取材日】2024年12月20日 オンラインインタビュー 

【水中低周波音源運用時（探査・調査時）の海洋生物への  

影響】 

エアガンは広帯域周波数の音を大きなエネルギーで一瞬に発するのに対し、

IHI 音源は、サーボ制御式油圧駆動で、音の大きさ、周波数、位相などを任意

にコントロールできるため、限定した周波数帯域の音をより小さなエネルギー

で発音することができる。このため、海洋生物に影響の少ない、環境に優しい

音源として期待が高い。 

海洋調査における音源の使用については海外でいくつかルールが示されてい

る。例えば、音源から２km範囲以内にクジラ等がいないことを確認すること、

海洋生物学的重要海域では音源の使用は禁止、すべての海岸線から12 海里以内では使用禁止、等である。クジラ

の仲間は、数Hzから100kHzを超える周波数帯の音を利用しており、IHI音源の発音周波数(20～200Hz)と被って

いるが、音源による音の強さが150dB以下であれば生活に大きな影響はないようである。IHI音源では100m離れ

ると広い海では音の強さが150dB以下と推定されるので、使用する際は周囲数100m以内にクジラがいないことを

確認すればよく、クジラによりやさしい音源といえる。 

ソニーグループ株式会社 6758 

古野電気株式会社 6814   

周波数帯域に感動。
鉱物資源探査の需要
は依然として強い。 

見聞録 

株式会社三井E&S 7003  

株式会社 IHI 7013  

クジラにやさしい
「IHI低周波音源」 

見聞録 
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【海底資源の商業化】 

日本の周辺海域の海底下には海底熱水鉱床、コバルトリッチクラスト、マンガン団塊、レアアース泥などの鉱物資

源やメタンハイドレートが眠っており、独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構（JOGMEC）や公的な研究機関

が中心となり資源開発を進めてい

る。海底からの資源の揚収が共通の

技術課題であり、商業化に向けて採

算性も含めた検討が進められてい

る。㈱IHIは、無人艇である洋上中

継器（ASV）を経由して複数の水中

無人機（AUV）を協調運用し、広い

海域を短時間で効率よく資源探査や

環境モニタリングすることで貢献で

きる。 

  

(出典：IHI 技報 Vol.64 No.1 (2024)) 

 

 

 

深海3,000メートルの海底作業を実現する大水深対応型水中作業クローラーロ

ボットを開発した。遠隔操作無人探査機(ROV)は東日本大震災後の調査測定に

も利用されたため、今後も需要が高まると考えた。    

(引用元 : トピー工業㈱ News Release (2016.2.25)) 

 

 

【ご対応者】顧問:高橋 弘 様 (「江戸っ子１号」開発メンバー) E＆E事業部:馬場 千尋 様 

コーポレートサービス本部:奥山 晃 様   坂田 峰子 様 

【取材日】2024年12月3日 オンラインインタビュー 

 

【江戸っ子1号とは】 

人工衛星「まいど１号」(東大阪宇宙開発協同組合)に触発され、「大阪が宇宙なら

東京は深海を目指そう」と着想し、深海無人探査機「江戸っ子１号」を開発した。

構成は上から通信球、トランスポンダ(応答装置) 、回路球、照明球、カメラ球

で、船から海底に沈めて最長で1年間の長期の定点観測ができる。重さは200㎏

で、28㎏の「COEDO」も活躍中。オンラインインタビューでは、「江戸っ子1号」の

実物を見て、機能やサイズ感をご説明いただいた。  

出典:フリーフォール型深海探査機「江戸っ子1 号」シリーズ パンフレット ©JAMSTEC 

トピー工業株式会社 7231  

岡本硝子株式会社 7746   

深海無人探査機 
「江戸っ子１号」 
開発メンバーとの出
会い 

見聞録 
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高透過、高耐久、高耐圧、耐紫外線の特殊ガラスで、フルハイビジョンの高精度の動画撮影、深度、塩分濃度、酸

素濃度、流速、流向、海中音の計測が可能。繰り返し使用できる。昼間しか撮影できない水中ドローンや、ROVと

は異なり、夜間の生態モニタリングが可能で、かつ動力を搭載せず無音なので警戒心の強い魚にも害がなく、生態

系にも配慮していることがわかった。JAMSTEC と深海探査機「しんかい 6500」の水中カメラに使われる 高圧力に

耐えるガラスも開発した。 

【ガラス球】 

深海の高圧力に耐えるガラス球を真球にするためには、非常に正確な球体である必要があ

り（誤差 3mm 以下）、 半球を合わせる面をミクロン単位で削り、精度を高める。 

特に苦労したのは、接着剤を使わずにガラスだけで強度を確保することである。 

【今後の展望】 

2013 年に「江戸っ子 1 号」プロジェクトで成功して以来、ガラス球の注文が増えてい

る。国連(国際海底機構)からも推奨され、2020 年には国際標準化機構(ISO)で海底環境調

査の標準機に認証された。風力発電や CO₂ 貯留、熱水鉱床やメタンハイドレートなどの採掘時には事前事後の観

察が義務付けられているため、環境への影響を最小限にしながら長く使える技術は強みになる。日本の海の様子を

コンピュータ上で再現する「海洋デジタルツイン」 や海の国際ルール作りにも貢献できる。今後も世の中に役立

つ企業であり続けたい。 

 

 

 

船舶営業部の海洋開発チームは、世界の海洋エネルギー開発案件を数多く手がける海洋ガス開発のプロフェッショ

ナルである。海洋資源調査や採掘関連の職業には莫大な費用が掛かるとともに、命がけの仕事でもあるため、 将

来性を考えて、保険は大切な要素であると考え、ポートフォリオに組み入れた。 

出典:同上 

東京海上ホールディングス株式会社 8766   

出典:フリーフォール型深海探査機「江戸っ子1 号」シリーズ パンフレット ©JAMSTEC 
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子会社の川崎近海汽船株式會社は、海底資源・鉱物に関する探査・調査を支援船でサポートしている。また、2021

年に「レアアース泥開発促進コンソーシアム」に参加し、重要鉱物の安定供給に貢献している。 

 

 

傘下の浦項産業科学研究院(RIST)と共同で、世界初の塩水に化学反応を起こしてリチウムを直接抽出する「リチウ

ム直接抽出技術」を開発した。この技術は、従来のものより大幅に効率かよく、環境に配慮してリチウムを回収し、

その他の物質の回収やリサイクルも可能になった。 

 

 

【ご対応者】   

武生工場マグネット企画統括部               齋藤 文彦 様 

磁性材料事業部営業部レア・アースグループ   竹村 直也 様 

【取材日】2024年11月12日 オンラインインタビュー 

信越化学工業㈱では、他企業が分担した役割を担うのに対し

て、レアアースの精製から磁石製造まで、そして回収からリ

サイクルまで、どちらも一貫した仕事ができる。これは同社

の特長であり、強みである。今回私たちは、このレアアースの回収技術

について詳しくご説明頂いた。   

【信越ネオジム磁石とは】 

ネオジムは、レアアースの中でも比較的資源が多いため、高性能と低コ

ストの両立が実現している。また、人間も持ち上げられる程に磁力が強

いのが特徴である。レアアースの分離はとても難しいが、溶媒抽出とい

う方法で分離に成功したそうだ。 

ただしネオジム磁石には課題もある。それは、加工時に排出されるCO₂で

ある。しかし、車や発電機に磁石を利用することで省エネになり発生す

るCO₂を削減できるため、結果的には地球温暖化防止に貢献していることになる。  

同社では磁石の加工の際に出る切片や端材を回収してリサイクルしたり、使用済み廃棄モータを分解して回収され

た磁石から各種希土類元素成分を回収してリサイクルしたりと、無駄のない且つ環境に優しい事業を展開してい

る。さらに家電などの都市鉱山の廃棄物から回収された磁石のリサイクルも行っている。  

【信越化学工業㈱の強み】 

自社のみで回収や加工などの技術をすべて持っているために、外部環境の変化の影響を受けにくい。 

 

 

 

【ご対応者】 高橋 純一 様  青木 悠二 様 

越智 大司 様  川端 一生 様  

【取材日】2024年8月19日 オンラインインタビュー 

地元愛媛には、別子銅山の歴史を継ぐ世界トップクラス

の銅プラントと鹿児島の菱刈鉱山から運んできた金の製

錬所がある。工場の見学はできなかったが、インタビュ

ーに答えていただいた。 

【海底鉱物資源に関する取組】 

JOGMECからの委託事業として、2023年度以降、コバル

トリッチクラストの選鉱および製錬に関する技術開発に

取り組んでいる。2023年度は大学と合同で技術を開発

している。同社の強みは、製錬と選鉱技術に優れている点と長年にわたる海洋資源の製錬研究の実績である。 

川崎汽船株式会社 9107  

ポスコ @005490/KO  【韓国】 

信越化学工業株式会社 4063   

「レアアースの精製から
磁石製造まで」「回収から
リサイクルまで」 
どちらも一貫してできる 

見聞録 

住友金属鉱山株式会社 5713  
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【海底鉱物資源の製錬技術】 

コバルトリッチクラストについては、既存の乾式と湿式を組み合わせた製錬プ

ロセスによりコバルトおよびニッケルを抽出できることを確認しており、数百

キロ単位の試料を用いたスケールアップ試験により実証済みである。金・銀・

白金・パラジウム・ロジウム・セレンなどを含め、コバルトリッチクラストの

製錬技術は確立できている。 

【海底鉱物資源の回収】 

コバルトリッチクラストに関して、例えば、クラストのコバルトとニッケル品

位がそれぞれ1%と仮定すると、製錬処理前の鉱石に含まれるコバルトとニッケ

ルのメタル量はそれぞれ 10kg/tである。これにさらに製錬の実収率を乗じることで製錬処理後のメタル回収量が

算出される。 

【海底鉱物資源の採算性】 

コバルトリッチクラストに関しては、2027年度までに経済性評価を実施、総合的に検証・評価する。 

なお、一般論では海底の鉱物資源開発については、陸上の鉱物資源開発と比較して海底から鉱物を取り出し、製錬

プロセスまで輸送することなどに多額のコストがかかることに加え、国際的には欧米を中心に周辺の海洋環境に影

響を及ぼすことを懸念する声が高まっており、海底鉱物資源は使わないと宣言しているユーザー企業（BMW、

Googleなど）が出てきていることなどに十分留意する必要があると言われている。白金族の回収でコスト的に有

利になる可能性がある。 

【金の製錬】 

菱刈鉱山では黒い石の白い鉱脈(石英)に金が含まれていて、手作業や機械で取り出している。1ｔに含まれる金の

量は約20ｇほどで、高品位の金である。 

【都市鉱山】 

使用済みリチウムイオン二次電池などから銅とニッケルを回収し、回収したニッケルを弊社工場で再び電池材料と

して利用する“電池to電池”の再資源化を実現している。 

 

 

【ご対応者】 

化学本部 無機化学品部 副部長  左藤 富士紀 様 

広報部 部長  富田 尚良 様 

【取材日】2024年12月4日オンラインインタビュー 

2010年、尖閣諸島を巡る領有権の問題で、中国はレ

アアースの日本への輸出を一時中断した。そして

「中国が米国にガリウムなどのレアアース輸出禁

止」がちょうど報道された日に、インタビューにお

答えいただいた。 

【事業内容】 

双日株式会社は、1970年代からレアアースの取り扱いがあり、豊富な知見

と歴史を有している。化学本部では、レアアースの安定供給を担い、金属・

資源・リサイクル本部ではIT機器の再資源化事業者に出資をしている。 

【レアアースの安定供給】  

中国でレアアースの生産が盛んである理由は、埋蔵量は世界の約30％だが、

偏在性の高い中重希土類の大半が中国に存在するためである。国策としてレアアースの生産・輸入をコントロール

しており、市場は中国の独占状態になっている。この状況下で、2020年9月、尖閣諸島中国漁船衝突事件による中

国のレアアース輸出規制が原因で、価格の高騰と供給量の不足が発生した。産業界に衝撃が走る中、双日株式会社

は5か月という短期間でオーストラリアのLynas社と投融資の契約を結ぶことに成功した。       

※Lynas社の事業はレアアース元素の採掘・加工。オーストラリア証券取引所(ASX)上場企業 （１１ページ参照） 

菱刈鉱山から金 
製錬と選鉱・金属リ
サイクルまで強み 

見聞録 

双日株式会社 2768   

 
オンライン 
インタビュー 

レアアースの安定供給 
Lynas社と信頼関係 

見聞録 
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【今後の課題】 

供給元が偏在化しているため、元素による需給

バランスをとり、レアアースの新規開発が必要

である。  

【強み】 

バランスよく組成元素を販売することで、各元

素の供給・価格安定を図る。顧客と長期契約を結

ぶことで 、価格を安定させることができる。信

頼関係の構築と迅速な対応が強みである。  

双日㈱の資料より作成 

 

 

 

【ご対応者】地球環境研究所 岡部 淳 様     

【取材日】2024年11月7日 オンラインインタビュー 

【地球環境研究所】 

高分子分離膜技術を中心に、海水を淡水化するなどの水処理用分離

膜を生み出している。中東や欧州でニーズが高く、東レは100か国

以上に納入している。 

【高リチウム選択性ナノろ過膜】 

これまでリチウムを取り出す方法は、1,000℃以上で焼成を行う高環

境負荷の鉱石法や低生産性の塩湖法(蒸発濃縮) が主であった。 

それらに代えて、東レの「湿式膜プロセス」では、高耐久・高選択

性ナノろ過膜によって廃リチウムイオン電池から高純度のリチウム回収を

可能にした。膜を利用することで短時間でリチウムを回収でき、CO₂の発生

も現行のものより削減できる。 

【具体的なプロセス】 

廃リチウムイオン電池→ブラックマス→酸浸出液 

→高リチウム選択性ナノろ過膜処理→リチウム 

【仕事への思い】 

どういうものを作ったら地球環境に役立つかを常に念頭に置いている。東レの中国支社で5年仕事をした経験か

ら、「無駄なことは何もない」、「悩むよりもとりあえず動く」というメッセージをいただいた。 

 

 

 

【ご対応者】 

経営企画部 経営企画室 齋藤 知優 様  

【取材日】2024年11月14日  

オンラインインタビュー 

【レアメタル回収技術の先進性】 

2019年から「これまでになかったものを生み

出す」という 事業目標を掲げ、50 件近く特

許を出願している。薬液に溶かして不要なも

のを取り出す過程で、欲しいレアメタルだけ

が残るような技術を保有し、無駄にしないよ

う再生している。また、リサイクルという言

葉が流行する前から環境を重視した事業を継続しており、日本国内の

資源循環に貢献してきた歴史がある。環境分野の事業は必ずマイナスにはならないという信念がある。  

LiB to LiBの実現(出典:㈱アサカ理研HP) 

東レ株式会社 3402  

コア技術 ナノろ過膜で
リチウム回収 

見聞録 

株式会社アサカ理研 5724 
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【LiB to LiB】 

使用済み LiB(リチウムイオン電池)の大量廃棄が始まるとリチウム、コバ

ルト、ニッケルなどのレアメタルが不足する。同社は、使用済みの LiB 等

から回収したレアメタルをLiBの原料として使用する"LiB toLiB"(水平リ

サイクル)の実現を目指している。 

【国内初！リチウム回収率がEU電池規則2031年目標を達成】 

車載用LiBの製造工程で発生した廃棄品から回収・再生したLiの回収率が

EU電池規則の2031年の回収率目標を達成した。             

【都市鉱山の展望】 

同社の「貴金属事業」では有価金属を回収・再生することで循環させている。すべての物価(素材/電気・水道など)

が上昇しており影響はあるが、金の価格上昇のおかげで採算には問題ない。国からの支援もあり、都市鉱山の需要

は高まっている。 

 

 

 

【ご対応者】 

総務部  鈴木 秀樹 様  吉田 様   

中山 様      岡村 様 

【取材日】2024年12月19日 

          オンラインインタビュー 

【松田産業㈱のグリーンゴールドとは】  

同社では電子部品などのスクラップからリサ

イクルで得られた金をグリーンゴールドと称

している。鉱山から採掘された金と比較する

と精錬までに排出されるCO2の発生量が少な

く、グリーンゴールドは環境負荷が小さいことが特徴である。今後需要が増すグリーンゴールドの調達と供給に貢

献している。  

【金価格と株価の連動について】 

金価格の上昇に伴い、売上高が増加するなどの影響から株価が上昇す

ることはある。また、ガラケーなど古い電気製品の方が金の含有量が 

多いと教えていただいた。 

【直営の収集運搬網がある】 

処理方法を見直すことで、運搬効率をあげる（一運行内での積載量の

改善）ことにも取り組んでおり、直営の収集運搬網があるからこその

強みがある。 

【白金類(プラチナ・ロジウム・パラジウム)の将来的な需要】 

電気自動車の普及により、自動車の排ガス浄化触媒が主用途のプラチナ、パラジウム、ロジウムの需要量は長期的

には減少する見込みである。近年は欧州にて電気自動車購入の補助金を縮小する動きがみられ、電気自動車の普及

は鈍くなりつつあり、短期的に需要量は急激には減少しないと思われる。プラチナ、パラジウム、ロジウムは自動

車触媒用途の需要が減少により価格も減少することで、他の用途への需要が拡大し、需要量全体の低下を押し上げ

る可能性も考えられる。 水素製造には白金族金属のイリジウム、ルテニウムが触媒に使用されており、水素エネ

ルギーの普及によりこれら貴金属の需要量は増加する見込みである。  

【これからの都市鉱山の展望】  

長期的には天然資源の使用量が減少し、都市鉱山からの資源回収が主体になると考えられる。しかし、まだ回収量

は十分ではないと言われている。今後は、欧米をはじめとして注目されているサーキュラーエコノミー（循環経

済）の考え方により、資源循環を考慮した製品設計や、リマニファクチャリング、リペアなどにより使用済み品の

価値を最大限活かした製品製造を行うなど、製品製造業者も主体となって効率的な資源循環を図りつつ、産学官で

一体となって経済としての付加価値も生み出すことが求められている。  

オンライン 
インタビュー 

高いレアメタル回収率 
健康経営優良法人連続
認定 

見聞録 

松田産業株式会社 7456  

グリーンゴールド 
サーキュラーエコノミー 

見聞録 
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６．ALTのアダム先生にインタビュー 
本レポートではグローバルな観点を重視している。日本と海外の比較をするため、ALT のアダム先生にイギリスの

海底鉱物資源と都市鉱山について質問をした。 

【質問】 

Dear Dr Adam.  

 We are learning about the rare metals on the seabed ( e.g.Gold,Cobalt,Manganese and so on)  and the recycling 

of discarded metals(e.g.Gold, Copper, Nickel and so on ). So in order to know what is going on in the UK . We would 

like you to answer a few questions.  

 【The rare metals on the seabed】  

  ⑴What is the image and opinion of people living in the UK about marine resources?  We know that the UK is 

famous for its North Sea oil fields. Perhaps the UK possesses advanced offshore drilling technology.  

  ⑵What do you think of the ecological disturbances associated with drilling for seabed resources?  

 【The recycling of discarded metals】  

⑶Has there been any discussion about the recycling of metals in the UK? If so, what is the topic?   

【ineral resources in general】  

⑷We do not want a trade war. How do you think resources can be fairly distributed?  

⑸Do the UK children learn about mineral resources in school?    

  Yes  (Subject                           ) or  No. 

 

⑴ イギリスでは海底資源についてどのようなイメージや意見がありますか？ 

⑵ 海底資源の掘削に伴う生態系への影響についての考えを聞かせてください。 

⑶ 鉱物資源のリサイクルについて議論することはありますか？ 

⑷ 私たちは貿易戦争を望みません。資源の公平な分配についてどう考えますか？ 

⑸ イギリスの子供たちは鉱物資源について学校で学びますか？ 

 

【アダム先生の回答】 

海底鉱物資源について 

イギリス(特にスコットランドなど)では北海油田や天然ガスのような海洋資源が経済に貢献してきたことから、

海洋資源は広く知られていて地域の誇りとされている。再生可能エネルギーや気候変動の議論が進む中で環境問

題に対する意識も高まっている。イギリスの学校では、鉱物資源については石炭産業の歴史を中心に学ぶ。北部

イングランドでは石炭産業が労働者階級のコミュニティにどれほど大きな影響を与えたか、サッチャー政権によ

る産業の衰退が地域社会にもたらした影響について学ぶ。希鉱山資源の採掘や利用方法については抽象的な知識

だけ教えられ、希少資源や海底資源についてはあまり扱われない。生態系への悪影響は非常に深刻な問題である。

イギリスの海底資源掘削事業でも環境基準を守る努力がされている場合もあるが、利益重視の民間企業では実際

は不十分である。  

都市鉱山について 

イギリスの家庭ではガラスや金属をまとめてリサイクル用の容器に入れるなど住民が簡単にできる仕組みが整

っているなど、金属のリサイクルはその重要性が当たり前で議論にならないほど広く普及している。伝統的な慣

習として、大型家電やスクラップ金属は「ラグ・アンド・ボーンマン」と呼ばれる業者が回収する。  

アダム先生の考え 

現在は裕福な国や企業がほかの国を犠牲にして利益を得るような構造になっている。これを解決するには、資源

管理を民主化、持続可能性の優先、グローバルな格差への取り組みが重要になる。具体的には、累進課税や非商

品化された公共サービス、国際的な協力が必要。また構造的な変化も必要。  

 

【インタビユー内容から考えたこと】 

中村  

イギリスでは北海油田などの海底資源による産業が盛んな国として、きちんと教育がされ、家庭で金属のリサイ

クルが当たり前である点で日本より前進していると感じた。日本でもこのような教育や制度が制度されれば、環

境や国内産業への関心は高まりそれが回りまわって日本の安定した経済につながるかもしれないと感じた。  
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 My ポートフォリオ(1月7日) 

鱸  

日本もイギリス同様、回収率の秀でた資源があれば国民の意識も高まると思う。またイギリスでは、リサイクル

意識は高いが生態系への影響については利益重視の民間企業で配慮が不十分など、環境問題の中でも、分野ごと

に意識の差があることが分かった。ただ、金属リサイクルの重要性をイギリス国民皆が当たり前に認識しており、

議論にもならないという点では日本に比べて意識が上回っていると感じた。   

７．ポートフォリオを構成する各銘柄の値動き 

株式投資日記 : 銘柄名7746岡本硝子 (11月28日) (小佐海) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式投資の練習期間            リセット  株式投資開始 

岡本硝子の株価が急伸したため、12月

3日のオンラインインタビューでその理

由を教えていただいた。 

 

【質問】11/28に株価が急伸したのは、

なぜですか。 

【回答】当社はグローバルニッチトッ

プとして開発を得意としており、

11/28は開発した放熱性の高い基板

に関する量産販売のプレス発表をし

たところである。 

取 得 時 の２倍 に 
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株式投資日記 :銘柄名6023 ダイハツディーゼル(11月19日)(鱸) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式投資日記  : 銘柄名3402 東レ (11月8日)(中村) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式投資日記 : 銘柄名@005490/KO ポスコ(10月30日、12月3日)(中村)  

10月 30日 

 

 

 

 

12月 3日 大韓民国非常戒厳令を宣布 
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８．投資家へのアピール  

深海は地球の最後のフロンティア 

レアアースやレアメタルなどの調査や採掘で活躍を期待されている無人機「AUV」の実用化に向けた取り組みをイ

ンタビューではたびたび耳にした。日本が海底鉱物資源開発のトップランナーとなれば、「資源貧国」を脱する足

掛かりとなる可能性を秘めている。さらに熱水が周囲の海水に冷やされることにより、効率的に金属元素が沈殿す

るという仕組みを活用することで、鉱床を養殖することも考えられる。海底での選択的な高品位鉱石の養殖が可能

になれば世界第6位の排他的経済水域面積を有する日本にとって地の利になる。 

インタビューでは採取した後の泥の処理や生態系への影響も考えられていた。「エアリフト」や「江戸っ子1号」

の技術を世界にアピールしていくことも、日本にとって重要なことである。 

しかし現在、有人潜水調査船「しんかい6500」は、製造設備がなくなり、製造

を担った技術者の引退により、将来資源開発をするにあたっての技術継承が困難

になっている。このような状況で中国の有人潜水船「奮闘者」号は、1万ｍ級の

深海潜水を行っている。「海洋基本法」などの国策を追い風に、資源開発に若者

が関心持ち、技術の育成の場をもっと設けるためにも、探査、揚鉱、製錬など多

方面から海底鉱物資源開発を考えた本レポートには意義があると考える。 

２０５０年カーボンニュートラルに伴う鉱物資源の需要増 

カーボンニュートラルに向けたグリーンエネルギーへの転換がすすめられて

いるが、風力発電や電気自動車のモーターなどには、レアアースが使用されてい

る(右表「EV1台あたりの鉱物使用量」)。その上、データセンターの投資規模は

増している。レアアースの需要も増えていくと予想され、2050 年までに多くの

種類の金属が現在分かっている埋蔵量では賄いきれなくなる。 

そこで日本の都市鉱山の技術を世界に伝播することで、世界全体のサーキュラ

ーエコノミーに貢献することができる。その上、レアアースのリサイクルは、資

源を有効に活用することでCO₂削減問題にも貢献している。  

都市鉱山は、有限な資源の新たな採掘や廃棄物を減らすことが出来るので、環

境にやさしい。一方で再利用のために必要な廃棄物の回収率が低いことや分別や

解体の作業にかかるコストが高いことが課題となっているが、インタビューでは

克服に向けた研究がなされていたため、このポートフォリオで選んだ企業は未来

に必要な企業である(右図「希少金属の回収」)。  

「金」が突破口になりうる 

海底鉱物資源の中で、採算が取れそうな資源は金であり、海底熱水鉱床などからの採鉱、海水からの抽出などの

手法は、金価格と生産コスト次第で採算可能な技術となりうる。 

また、都市鉱山の中でも価値の高い資源は金であり、既に金のリサイクルが

技術的にも採算面においても確立されている。今後日本のリサイクル技術が

アジアにも広がっていく余地はある。 

中国とインドは、これまでも装飾品向けの金需要が高いが、金はどの国でも

一貫して価値が高く、資産として運用されることも多い。また熱伝導性、電気

伝導性が高く、工業用として利便性が高い。菱刈鉱山のような高品位の金鉱山

でも石英1トン当たり20グラムほどしか採取できないように、希少性が高い

点も価格が高い理由の一つでもある。現在の価格高騰の主な理由として、侵攻

や紛争、貿易摩擦などの世界情勢などが深く関わり、各国の中央銀行等が外貨

準備として金を保有する(右表「中央銀行の金の買い越し額が急増」)などリス

ク回避の金需要が高まっている。そのため、今後も金価格の高騰が予想され、

本レポートのテーマの実現性を高めると考える。 出典:日本経済新聞電子版2024.9.13 

 

出典:日本経済新聞電子版2024.10.7 
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９．日経STOCKリーグを通して学んだこと  

最後になりましたが、インタビューにご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。 

【中矢】  

小さな興味・関心から日経STOCKリーグに参加したが、仲間たちと協力し、それぞれの個性や知識を錬磨し、試

行錯誤しながらレポートを作る過程は本当に価値があるものだと思った。面談から生まれたつながりもあり、

JAMSTECの鈴木先生からは「江戸っ子1号」を教えていただいた。 

はじめは右も左もわからず、リーダーとして頼りない存在だったが、仲間や先生の協力、企業様の親切な対応で

乗り越えることができた。レポート作成の過程で得た「知識」「つながり」は人生を歩む上での財産になると思う。  

【鱸】  

海底資源についての知識ゼロの状態から始まったレポート作成だったが、自主学習やインタビューを通して今あ

る資源の大切さや開発の難しさを身にしみて感じた。口だけではどうとでも言えるが、それを現実にするのが大変

であるため、研究機関・企業の皆さんの努力がものすごく伝わってきた。双日さん、松田産業さんの松山出身の方々、

そして東京大学の安川先生のように私も狭いコミュニティから抜け出して世界に貢献できるような「おとな」にな

りたい。 

また、株価の値動きを見たり、その原因を突き詰めたり、株式投資初心者の私には難易度が高いことではあった

が、株式投資を通じて企業を応援できる喜びを感じ、投資が楽しいと思うようになった。このことは将来投資をす

るきっかけにもなってよかったと思う。  

【中村】  

このレポートを通して将来の選択肢の数の多さに気が付いた。最初は経済に興味があり、この日経STOCKリーグ

に参加した。テーマの海底資源については存在を知らなかったほど無知であったが、環境やコスト、国際的な問題

がありながらも数十年前から可能性を信じて研究が続けられていることを知った。さらに東レ㈱の「ナノろ過膜」

などの資源リサイクルの技術が着実に進歩していることも分かった。 

また、インタビューを通して素敵な大人にたくさん出会った。これからの進路選択において1回の選択がすべて

に影響を与えるわけではなく自分がどう捉えるかで仕事のやりがいにつながることを学んだ。今回出会った方々の

ように自分の経験から後の世代に意義のある何かを残せる大人になりたいと感じた。  

【小佐海】   

海洋資源の開発が国策事業であることを知ったことから、関連企業である川崎重工業㈱に投資を行うことから始

めてみた。しかし株価は私が予想していたほどに上がらず、むしろ下落するなど、国策事業に関連する企業だから

という単純な理由だけで投資をするべきではないことを学んだ。 

水深千メートル以上の海底開発というのは想像が付き難く、何から取り組んで行けばよいか戸惑いもあったが、

文献を調べ、インタビューをさせていただいた事で、取り組むべき課題が見えてきた。日本の技術や環境保護への

配慮があれば、資源が少ない日本でも国際的な立場を確保できるということを知り、海洋資源の開発は将来を担う

産業になるであろうことを学ぶことができた。 

また、インタビューの中には海洋資源の開発を学ぶことが地球の歴史を学ぶことにも繋がるというお話があった

ため、その視点を意識してこの活動を進めたところ、将来歴史学を専攻したいと考えている自身の進むべき道に活

かせると感じることができたので、活動に参加できたことは貴重な経験になったと思う。  
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